
528 　80巻 4号　2026 年 4月

編集顧問　  増田寛次郎　大野重昭　玉井　信　三宅養三　西田輝夫　水流忠彦　根木　昭　
寺崎浩子　井上幸次　鈴木康之　坂本泰二

編集委員　稲谷　大　堀　裕一　西口康二　黒坂大次郎　蕪城俊克　中尾新太郎

臨床眼科（第 80 巻 第 4 号）
発　　行　株式会社　医学書院
　　　　　代 表 者　金原　俊
〠113‒8719　東京都文京区本郷 1‒28‒23
https://www.igaku‒shoin.co.jp
本誌編集室　E‒mail：ringan@igaku‒shoin.co.jp
印刷所　　　三報社印刷㈱

商品・定期購読の送付先変更・ 
その他のお問い合わせ先
https://www.igaku‒shoin.co.jp/inquiry　　

2026 年 4 月 15 日発行（毎月 1 回 15 日発行）
定価 3,190円（本体 2,900 円＋税 10％）

広告・別刷のお問い合わせ先
　文京メディカル　TEL：03‒3817‒8036
　医学書院　販売・PR 部
　TEL：03‒3817‒5696
　E‒mail：pr@igaku‒shoin.co.jp

・Published by IGAKU‒SHOIN Ltd., 1‒28‒23 Hongo Bunkyo‒ku, Tokyo Ⓒ 2026, Printed in Japan.
・ 本誌に掲載された著作物の複製権，上映権，公衆送信権（送信可能化権を含む），口述権，譲渡権，貸与権，翻訳・

翻案権（著作権法第 27，28 条の権利を含む）は株式会社医学書院が保有します。
・ 本誌を無断で複製する行為（複写，スキャン，デジタルデータ化など）は，「私的使用のための複製」など著作権法

上の限られた例外を除き禁じられています。大学，病院，診療所，企業などにおいて，業務上使用する目的（診療，
研究活動を含む）で上記の行為を行うことは，その使用範囲が内部的であっても，私的使用には該当せず，違法です。
また私的使用に該当する場合であっても，代行業者等の第三者に依頼して上記の行為を行うことは違法となります。

・  ＜出版者著作権管理機構 委託出版物＞
　  本誌の無断複製は著作権法上での例外を除き禁じられています。複製される場合は，そのつど事前に，出版者著 

作権管理機構（電話 03‒5244‒5088，FAX 03‒5244‒5089，info@jcopy.or.jp）の許諾を得てください。
＊「臨床眼科」は株式会社医学書院の登録商標です。

担当　山本・鶴淵・小路

2026 年年間購読料（増刊号を含む 13 冊，税込，送料弊社負担）
冊子版　47,740 円
電子版（個人）　44,154 円
電子＋冊子版（個人）　49,830 円

⎧
⎜
⎜
⎜
⎜
⎩

⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭

　最近のホットな話題は，先の衆議院選挙で与党が歴史的大勝利を収めたというニュースです。
医療に携わる私たちにとって，政治や診療報酬の動きは決して遠い話ではありません。ここ数年，
大学病院は人件費の上昇，燃料費や光熱費の高騰，医療材料費の値上がりなどに直面し，全国的
に大変厳しい経営状況が続いています。実際，赤字に陥っている施設も少なくありません。現政
権は，緊縮財政ではなく，「責任ある積極財政」を公約に掲げていますので，医療現場への配慮が
なされ，安心して診療に専念できる環境が整うことを期待しています。
　私自身，福井大学医学部附属病院で経営を担当する副病院長を務めています。幸い本院は現時
点でわずかながら黒字を保っていますが，その額は診療報酬請求額の 1％にも満たない，本当に
ぎりぎりの水準です。地域で診療を続けておられるクリニックの先生方は，常にこのような緊張
感の中で経営をされているのだと思うと，ただただ頭が下がる思いです。
　さて，本号には第 79 回日本臨床眼科学会講演集（2）と，横浜市立大学・門之園一明先生によ
る特別講演「硝子体手術のサイエンス」が掲載されています。改めて学会の熱気を思い返しなが
ら，お読みいただければ幸いです。 （稲谷　大）
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